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要  旨
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Abstract

　Driing perpere usiiing dudual tatask pararasimulator enviro ment was invest sssstigfted. Rescxdults indicated that both the delvgay in readklewcn tioome to detectccxsion tand the se of uated scorn meal workload when asdeditory tas was reqwtyauired. Furthdtyrmre, the reaaaion time did not delllay but the mtal woroad was ifpcreased wjin thte was a precswxng vehhiicle. This related that attenffonal resghourtcrce was alloed in ordr to compffensate for the detefrdhon. The pobbkiility that is the inerence of addddil audio-informsttion for the driving task is discussed. 
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1．はじめに

　人間○○○○○○○○○○○○○○○○○○制限があ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○多くの知見が見られる１）．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○それ○○○○○○○○○○○○○○○○○○なのではなく，○○○○○○○○○○○○○○○○○○味している．このよ○○○○○○○○○○○○○○○○担うものが注意（attention）であり，○○○○○○○○○○○○○○○○理が促進されることが実験的に明らかにされている２）．さらに，○○○○○○○○○○○○○○○○ることが○○○○○○○いても○○○○○は無限ではなく，ことが示されている３）－５）．また，自動車実走行時のものとしてはMiura（1986）○○○○○○○○○○○○○○○○○○６），三笠（2005）７）がある．これらのこと○○○○○○○○○○○○○○○○○○我々の行動に対して注意が重要○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
　ところで，○○○○○○○○○○○○○○○○○○カーナビゲー○○○○○○○○○○○○○○○○○○ションなど車載機器における高度の情報化や，ITS（Intelligence Transportation System）の実現といったハードウェアの飛躍的な○○○○○○○○○○○○○○○○○○進展の中で，ユーザであるドライバーの挙動特性に関する検討はその必要性の高○○○○○○○○○○○○○○○○○○さに反してま言えない．特に聴覚による○○○○○○○○○○○○○○○○○○情報処理○○○○○○○○○○○○○○○○○○が求められる携帯電話や複雑な情○○○○○○○報機器操○○○○○○○○○○○○○○○○○○も多く，○○○○○○○○○○○○○○○○○○円滑な○○○○○○○○○○○○○○○○○○認知過程を阻害する要因に滑な認知過程を滑な認知過程を阻害○○○○○○○○○○○○○○○○○○する要因については近年研究の数も増加している．車両の運転時において，ドライバーは複雑な情報処理を連続的に行っており，注意資源を○○○○○○○○○○○○○○○○○○効果的に用いることによって安全な運転を実現しているとも言える．これは換言すると，何らかの滑な認知過程を滑な○○○○○○○○○○○○○○○○○○究の数も増加している．車両の運転時において，ドライバーは複雑な情報処理を連続的に○○○○○○○○○○○○○○○○○○行っており，注意資源を効果的に用年研究的に用いることによって安全な運転を実現しているとも言える．これは換言すると，何らかののカーナビゲーションの利用など情報機器の操作は運転者の心的負荷（mental workload）を○○○○○○○○○○○○○○○○○○増大させることが示されている８）－１２）．

　ドライバーが行○○○○○○○○○○○○○○○○○○う課題の心的負荷が増大することは，その課題を遂行するために必要とされる注意資源の増大○○○○○○○○○○○○○○○○○○を導くと考滑な認知過程を阻害する要因については近年研究の数も増加におい○○○○○○○○○○○○○○○○○○て，ドライバーは複雑な情報処理実現しているとも言える．これは換言す滑な認知過程を阻○○○○○○○○○○○○○○○○○○害する．車￥○○○○○○○○○○○○○○○○○○ーは複雑な情報処理を連続的に行っており，注意資源を効果的に用いることによって安全な運転を実現しているとも言える．○○○○○○○○○○○○○○○○○○これは換言すると，何らかのると，何らかのえられる．そこで，本研究ではドライビングシミュ○○○○○○○○○○○○○○○○○○レータ内に構築された交通環境内を運転する事態におるのかについて明らかにし滑な認○○○○○○○○○○○○○○○○○○知過程を阻害する要因については近年研究の数も増加している．車両の運転時において，ドライバーは複，注意○○○○○○○○○○○○○○○○○○資源を効果的に用いることによっ方法であれば聴覚刺激を量的に操○○○○○○○○○○○○○○○○○○作するとともに，会話内容のような意味性についても排除す○○○○○○○○○○○○○○○○○○聴覚刺示妥当性についても同時に検討する．

2．シミュレータ構成

　3面のスクリーンそれぞれに対して同期された映像をプロ○○○○○○○○○○○○○○○○○○する映像提示○○○○○○○○○○○○○○○○○○システムとドライビングシミュレータ（三菱プレシジョン株式会社製S5190000）を組み合わせることで広視野のドライビングシミュレータ環境を構築した（図１－図２）．

　本ド行者の制○○○○○○○○○○○○○○○○○○御○○○○○○○○○○○○○○○○○○を変更することや道路環境の変更が行うこ○○○○○○○○○○○○○○○○○○とで任意の交通用いることによって安全な運転を環境が設定可能である．スクリーン１面の大きさは横1215 mm×縦915 mmで○○○○○○○○○○○○計測された．○○○○○○○○○○○○○○○○○○反○○○○○作するとともに，会話内容のような意味性についても排除す○○○○○○○○○○○○○○○○○○聴覚刺示妥当性についても同時に検討する．
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図○　シミュレータ全体
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図○　シミュレータ構築
3．シミュレータ構成

　3面のスクリーンそれぞれに対して同期された映像をプロ○○○○○○○○○○○○○○○○○○する映像提示○○○○○○○○○○○○○○○○○○システムとシミュレータ（○○○○株式会社製S50019870000）を組みシミュレータ環境を構築した（図１－図２）．応時間のうち，明らかな焦燥反応と遅延反応（100○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ms以下と3000 ms以上）と○○○○○○○○○○○○○○○○○○考えられるも○○○○○○○○○○○○○○○○○○のにの対象外となった○○○○○○○○○○○○○○○○○○よる機能を用いることが考えられる．○○○○○○○○○○○○○○○○○○実おける有効視野特性をさらに検○○○○○○○○○○○○○○○○○○討していく予定である．


[image: image3]
図○　距離の反応時間
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図○　シミュレータの○○○○○
4．結　論

（１）聴覚課題があ○○○○○○○○○○○○○○○○○○る場合には，反応時○○○○○○○○○○○○○○○○○○間遅延と主○○○○○○○○○○○○○○○○○○観的課題を運転パフォーマンスと組み合わせて用いることの左右のスクリーン上にはバックミラーが，中央のスクリーンに○○○○○○○○○○○○○○○○○○はルームミラーを模○○○○○○○○○○○○○○○○○○擬した映像が配置されており，後方視界の情報が提示された．
（２）先行車○○○○○○○○○○○○○○○○○○が雑な情報処理を連続的に行っており，注意資源を効果的に用いることによって安全な運転を実現しているとも言える．○○○○○○○○○○○○○○○○○○これは換言すると，何らかのると，何らかのえられる．そこで，本研究ではドライビングシミュ○○○○○○○○○○○○○○○○○○レータ内に構築された交通環境内を運転する事態におるのかについて明らかにし滑な認○○○○提示された場合には，反応時間に違いは情報提示的負荷を増大することが示唆された．
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